
2023年度　保健医療科学研究科
PLAN(計画） ACTION（次への改善） PLAN(計画）

評価
評価の理由/課題
/根拠データ等

1.アドミッション：定員20人の確保を目指す（KPI）。
１）学部学生に大学院生の研究紹介、修士論文中間発表
会・最終試験への参加を促す。
２）学部卒業生を含む社会人を研究に誘う。
３）研究科のホームページをアップデートする。

１）守秘に関する誓約の元に在学生や
学部卒業生の士論文中間報告会・最
終試験への参加を委員会の了解事項
とした。
２）オンライン個別相談・説明会を2件
実施した。
３）大学全体に合わせて研究科のホー
ムページを更新した。

3項目全て実施
（100%）

2023年度入学者は17名であり、目
標の定員20名を3人下回ったもの今
年度入学者数の16名を1人上回った。
修士論文最終試験への学部生参加、
オンライン個別相談・説明会への参加
がそれぞれ数名あった。

応募者数19名
／合格者数19
名／入学者数
17名／科目等
履修生1名

アドミッションポリシーの再検討を行う。
応募者を増やすために、オープンキャンパスで説明ブー
スを設けたり、研究成果のポスターを掲示したりして大
学院保健医療科学研究科をアピールする。

1.アドミッション：定員20人の確保を目指す（KPI）。
１）アドミッション・ポリシーを再検討する。
２）秋入学の体制を検討の上、構築を進める。
３）ホームページの研究室紹介を更新する。
４）学部学生に修士論文中間発表会・最終試験への参加
を促す。
５）オンライン個別相談・説明会を行い、応募者を募る。
６）オープンキャンパスでの説明会・研究成果のポスター
掲示などを行う。

2．カリキュラム：授業アンケートでの授業評価4.9（KPI）
を目標とする。
１）適切な学修環境の維持と改善を図る。
２）教育課程の編成・実施に関する基本方針を公開する
（認証評価への対応）。
３）多様な学修動機・目的に応える。
４）適正な教員組織の維持を図る。

１）科目チームスを用いて授業情報の
通知、オンライン授業と課題設定を活
用した。
２）研究科の教育の考え方と特徴につ
いて研究科ホームページに公開した。
３）課題研究による修士号授与を認
め、その方法について2023年度研究
科要覧に掲載することにした。
４）講義担当教員を1名補充して科目
開講につなげ、2名の講義担当教員が
次年度に加わる人事を決めた。

４項目全て実施
（100%）

授業評価平均4.60で、目標の4.90
を0.30、前年度の4.65を0.05下
回った。
１）授業情報の通知と柔軟な授業形態
が授業評価の改善に結びつかなかっ
た。
２）、３）認証評価に基づく是正項目２
点（教育課程の編成・実施に関する基
本方針のホームページ公開と、課題研
究の研究成果の審査基準策定）が達
成された。
４）教員体制を維持した。

授業アンケート
前期4.70、後期
4.59
研究科ホーム
ページ「教育に
ついての考え方
と特徴」
2023年度保健
医療科学研究科
要覧
次年度開始時教
員22名

カリキュラムポリシ―の再検討を行う。
引き続きオンラインと対面の授業を使い分けて、利便性
と学修効果を両立させていく。
教員スタッフをさらに充実させて、授業・研究の活性化を
図る。
大学院生の満足度を上げるために、教育・研究課程の
FDを実施し、教員の指導力と大学院生の自主的学修力
の増進を図る。

2．カリキュラム：授業アンケートでの授業評価4.9（KPI）
を目標とする。
１）カリキュラムポリシーを再検討し、適切なカリキュラム
構成を保証する。
２）オンラインシステムと対面授業の双方の環境を維持
し、授業内容を充実させる。
３）多様な学修動機・目的に応える。
４）適正な教員組織の維持を図る。
5)GCIとの連携を図る。

３．アセスメント：学修ルーブリックでの自己評価3.2以上
（KPI）を目標とする。
1)英語力を上げる。
２）論文作成に関する指導を充実させる。

１）海外研究発表英語研修の受け入れ
を再開したが、応募者がいなかった。
２）共通コア科目の中で研究倫理・計
画に関する授業を行った。

２項目全て実施
（100%）

学修ルーブリックでの自己評価が目
標の3.2以上を達成し、前年度の
3.01より0.22上昇した。項目別にみ
ると英語力が2.00で依然と低かった
が、論文作成が2.80に上昇した。
取り組みの効果は英語力に現れず、
論文作成に現れた。

2022年度修了
生25名の学修
ルーブリック自
己評価平均
3.23

英語を使う機会を増やし、学生が自信を持てるように、ラ
ンゲージサロンの利用を促進する。
特別研究だけでなく、特論・演習・実験科目の中でも論
文作成に関わるスキル獲得を計画的に推進する。

３．アセスメント：学修ルーブリックでの自己評価3.3以上
（KPI）を目標とする。
1)英語力を上げる。
２）論文作成に関する指導を充実させる。

４．研究：大学院生による年間学会発表・論文投稿数の
目標を2年次在籍者数25と同じ25件（研究KPI）とし、2
年間で1人あたり1件以上の学会発表・論文投稿を目指
す。
１）研究倫理承認の過程について理解を深める。
２）研究発表・論文投稿に関するスキルを上げる。

１）研究倫理についてFDを実施した。
２）修士論文・課題研究の執筆要領を
２０２３年度研究科要覧に掲載するこ
とにした。

２項目全て実施
（100%）

学会発表が38件（筆頭21件）あり、目
標の25件を達成し、昨年度の13件を
上回った。また学会誌・紀要投稿が4
件あった。
これまでの取組みの継続が結果に現
れた。

学会発表国際
10件（筆頭5
件）・国内28件
（筆頭16件）
学会誌投稿２件
（筆頭、査読あ
り）、紀要投稿２
年（筆頭、査読あ
り）

人を対象とする研究において、5月8日以降の感染予防
対策を通常化し、研究計画遂行の迅速化を図る。

４．研究：大学院生筆頭の年間学会発表・論文投稿数の
目標を2年次在籍者数16と同じ16件（研究KPI）とし、2
年間で1人あたり1件以上の学会発表・論文投稿を目指
す。
１）研究発表を研究科のホームページで公開し、発表を奨
励する。
２）研究発表・論文投稿について大学院生同士で情報交
換する場を設ける。

５．ディプロマ：入学者に対する修了者100%（KPI）を目
標とする。
１）研究計画立案の力をつける。
２）中間発表において進捗状況を確認する。
３）修士論文査読の過程について協議する。

１）１年次４月に全員が研究計画を提
出した。
２）２年次７月に全員が中間報告を
行った。
３）２年次12月に全員が修士論文原稿
を提出し、指導と最終審査を受けた。
その過程で提出時点での不完全さが
課題に上がり、対応を協議した。

３項目全て実施
（100%）

２年次在学生２５名全員が修了し、目
標を達成した。その内２名が研究倫理
審査の必要性を問われたために課題
研究を提出し、１名が相当な記述不備
を指摘されたために修正版を提出し、
再審査で全員合格となった。修士論
文提出時点での完成度について指導
教員が責任を持つことが委員会で改
めて確認された。

修了者25名／
2020年度入学
者1名＋2021年
度入学者24名

ディプロマポリシーと他のポリシーとの関連を見直す。
修士論文最終審査の段階での倫理的問題発生を防ぐた
めに、2年次7月の中間報告会の発表すべてについて研
究倫理審査の必要性と進展状況を確認する過程を設定
し、委員会の中でその結果を共有する。
修士論文提出時点での完成度を上げるために、提出期
日を12月後半に設定する。

５．ディプロマ：2022年度入学者16名に対する修了者
100%（KPI）を目標とする。
１）研究計画立案の力をつける。
２）中間発表において進捗状況を確認する。
３）修士論文提出時の完成度が研究科内で見えるように
する。

６．B'Vision 2024に向けての取り組み
１）国際化に対応した地球市民の育成
　英語力をつける。
２）ストレス耐性を持った人材の育成
　協働する。
３）永久サポート大学
　社会と連携する。
４）教育力日本一
　課題の発見に取り組む。

１）修士論文の表と図を原則として英
語で記述することを研究科で確認し
た。
２）複数の授業で協働学習を行った。
３）ストレート修了生の就職を支援し
た。
４）学修ルーブリックで自身の振り返り
と課題発見を促進した。

４項目全て実施
（100%）

国際学会発表で英語力が発揮される
機会が増えた。
学修ルーブリックでは災害知識・災害
行動の達成度が平均的目標水準を少
し超えた程度であった。
修了生全員の就職が決まった。
学修ルーブリックでは課題発見・課題
解決の達成度が平均的目標水準とや
や優れている水準の中間であった。

国際学会発表
（筆頭）5件
学修ルーブリッ
ク災害知識・災
害行動の達成度
平均3.30。
就職25名/25
名
学修ルーブリッ
ク課題発見・課
題解決の達成度
3.52。

英語による研究成果の発表に挑戦することを奨励する。
学会誌・紀要への論文投稿を推奨し、指導する。
大学院生が修了生と交流する機会を作る。
大学院生と教員が自由に議論する時間を設ける。

６．B'Vision 2024に向けての取り組み
１）国際化に対応した地球市民の育成
　海外機関との連携を検討する。
２）ストレス耐性を持った人材の育成
　研究発表に向けて協働する。
３）永久サポート大学
　修了生との対話の場を設ける。
４）教育力日本一
　議論を深める機会を設ける。

A:課題や問題点についての改善、対策を行い、次への
「PLAN」へ繋げる。

2022年度　保健医療科学研究科(結果)
DO(実施） CHECK(評価）

P:目標を策定、実現するための具体的な方法を考える。 D:計画を実行しその効果を測定する。
実施状況
(実施率）

C:目標とその実践の差異、実践した行動の評価・分析を行う。

P:目標を策定、実現するための具体的な方法を考える。
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